岩手県

災害を体験した子どもの精神的ケアについて

　お父さん、お母さん

　　災害で大変な被害に遭われ、さらに不自由な生活を送られておられるご苦労を　心よりお察し申し上げます。

　　大人でも耐えづらいこのような体験は、子どもたちにはもっと大きな痛手となっています。

　　被災によって心に傷を受けた子どもたちには、今後こころのケアが必要です。子どもと接する場合には次のような点に気をつけてください。
1 子どもに安心を与えるように努力する。言葉だけではなく、抱きしめたりするのも良い。

2 子どもが悲しみや恐怖の感情を話すようなら、十分に聞いてあげるように努める。災害時の恐怖体験を思い出して、パニックになっているようなら、災害時と今は違うことを子どもが理解できるように語りかけてあげる。

3 24時間、子どもを一人ぼっちにさせない。

4 他の子どもとよく遊ばせる。

5 年齢によっては、手伝えることがあれば、手伝いをさせ、子ども自身が自分が役に立っていることを認識させるよう働きかける。

また、子どもが次のような状態になり、その状態がいつまで続くのか、段々ひどくなっているように感じられたときは専門のスタッフ（医師、児童福祉司、保健師など）に相談してください。
1 突然不安になったり、興奮する。

2 突然現実にないようなことを言い出す。

3 必要以上におびえたり、敏感すぎる。

4 落ち着きがなくなったり、集中力がなくなる。

5 表情の動きが少なくボーッとしている。

6 ひきこもって周囲の人との関わりがなくなる。

7 眠らない。

8 繰り返し怖い夢を見る。

9 著しい赤ちゃんがえりが見られる。

10 自分のことをあれこれ心配しすぎる。

11 頭痛、腹痛、吐き気、めまい、頻尿、夜尿などの症状が見られる。

⑫　意識がなくなり、倒れるような症状が見られる。
　

　相談・連絡先

　　お近くの児童相談所

　　　　岩手県　　　　　　　　児童相談所　☎

　　お近くの保健所

岩手県　　　　　　　　保健所　　　☎

災害直後　見守り必要性チェックシート

	記入者氏名
	地区
	

	記入者所属
	日時
	

	
	氏名
	

	連絡先☎


	年齢
	　　　　　歳

	
	性別
	　　　男　　・　　女


チェック項目（あてはまる欄に○を記入すること）

	　　　　
	非常に
	明らかに
	多少
	なし

	落ち着かない・じっとできない
	
	
	
	

	話がまとまらない・行動がちぐはぐ
	
	
	
	

	ぼんやりしている・反応がない
	
	
	
	

	怖がっている・おびえている
	
	
	
	

	泣いている・悲しんでいる
	
	
	
	

	不安そうである・おびえている
	
	
	
	

	動悸・息が苦しい・震えがある
	
	
	
	

	興奮している・声が大きい
	
	
	
	

	災害発生以降、眠れていない
	
	
	
	


①今回の災害の前に、何らかの大きな事故・災害の被害があった　　１はい　２いいえ

②今回の災害によって、家族に不明・死亡・重傷者が出ている　　　１はい　２いいえ

③治療が中断し、薬が無くなっている（身体の病気も含める）　　　１はい　２いいえ

　　　　病名　（　　　　　　　　　　）　　薬品名（　　　　　　　　　　　　）　

④災害弱者（高齢者、乳幼児、障害者、傷病者、日本語が通じにくい者）である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１はい　２いいえ

⑤家族に災害弱者がいる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１はい　２いいえ

出典：「災害時地域精神保健医療活動ガイドライン」（平成13年度厚生科学研究費補助金）
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